第２号様式の３（第３条関係）
木造住宅の耐震改修事業(補強計画一体型)計画書・（変更事業計画書）
１　建築物の概要
　　地名地番　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　建設時期　　明・大・昭　　　　　年　　　　月　　　　日
　　面積　　　　延べ面積　　　　　　㎡、1階　　　　　　㎡、2階　　　　　　㎡
２　補強計画
	
	補 強 前
	補 強 後

	
	
	

	
	・上記の耐震診断結果を踏まえた耐震改修範囲に係る所有者等の意向（選択）
□１階のみを改修　　□全階を改修　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	実施事業名
	□(   　　   )年度わが家の専門家診断事業
□(　　      )年度既存建築物耐震性向上事業
□その他
	□(   　　   )年度わが家の専門家診断事業
□(   　　   )年度既存建築物耐震性向上事業
□その他

	
	氏 名
	
	

	
	資 格
	・静岡県耐震診断補強相談士第(        )号
・(     )建築士(        )登録第(      )号
	・静岡県耐震診断補強相談士第(      　 )号
・(     )建築士(        )登録第(      )号

	建築士事務所
	資 格
	(　　   　)知事登録第(               )号
	(　　   　)知事登録第(               )号

	
	名 称
	
	

	割増
	□一般　　□高齢者等居住住宅　　□在宅避難促進割増

	耐震改修ＰＲ
（在宅避難促進割増）
	（１）必須条件
　　　□耐震改修ＰＲ看板を設置（８０㎝×６０㎝）
（２）選択条件（いずれか１つを選択）
□工事期間中に現場見学会を実施
　　　□工事完成後に完成見学会を実施
　　　□工事完成後に住宅所有者等が耐震改修を実施するきっかけを記載した文書及び耐震改修後の住宅の写真を提出


※　□のあるものは、該当するものにレ印を付すこと。
※　診断者は、診断結果を報告する際に評点について説明し、耐震改修範囲に係る所有者等の意向を確認する　　　こと。
３　補助対象事業費及び補助申請額
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注1 申請額(限度額)は、一般補助100万円、上乗せ補助（高齢者等割増＋20万円、在宅避難促進割増＋15万円）を上限とし、申請額(限度額)の計は千円未満を切り捨てとすること。


注2 変更事業計画書の場合は、変更前の計画を上段にかっこ書きし、変更後の計画を下段に記入すること。
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